
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス

最
終
回
後
編

つ
か
み
と
れ
！

未
来

第
四
稿脚

本
／

小
中
千
昭

T
e
l
e
P
l
a
y

b
y

C
h
i
a
k
i

J
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K
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a
k
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登
場
人
物

ト
ウ
マ

カ
イ
ト

コ
イ
シ
カ
ワ

ミ
ズ
キ

コ
バ

ケ
ン
ジ
ロ
ウ

シ
ョ
ー
ン

ホ
ワ
イ
ト

エ
リ
ー

ヒ
ジ
カ
タ

シ
ゲ
ル

ヨ
シ
ナ
ガ
教
授

ト
ミ
オ
カ
長
官

オ
ー
ト
マ
ト
ン

機
械
人
形
（
デ
ロ
ス
）

機
械
獣

サ
テ
ラ
イ
ト

バ
ー
サ
ー
ク
（
小
型
バ
ー
サ
ー
ク
）

機
械
獣

ギ
ガ

バ
ー
サ
ー
ク
（
対
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

巨
大
型
）

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス



○
前
話
フ
ラ
ッ
シ
ュ

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

Ｎ

「
謎
の
地
底
文
明
デ
ロ
ス
は
、
地
上
の
人
間
に
よ
っ
て
地
球
環
境
が

変
わ
っ
た
為
滅
び
よ
う
と
し
て
い
た
。
デ
ロ
ス
を
保
護
す
る
バ
ー

サ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
は
世
界
各
国
の
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
基
地
が
破
壊
し
、

地
球
環
境
を
太
古
に
戻
そ
う
と
し
始
め
た
。
デ
ロ
ス
と
交
渉
す
る

為
、
地
下
深
く
に
潜
っ
た
カ
イ
ト
と
ミ
ズ
キ
は
裵
裵
」

○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ
／
デ
ロ
ス
都
市

ミ
ズ
キ
「
（
苦
し
げ
に
）
御
免
ね
カ
イ
ト
裵
裵
、
あ
た
し
、
や
っ
ぱ
り
…
…
」

カ
イ
ト
「
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
よ!

!

諦
め
る
な
よ!

!

ミ
ズ
キ!

!

」

○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ
／
臨
時
司
令
室

エ
リ
ー
「
ミ
ズ
キ
隊
員
の
生
命
反
応
が
停
止
…
…
」

コ
バ＋

シ
ョ
ー
ン＋

ヒ
ジ
カ
タ＋

ヨ
シ
ナ
ガ
「!

!
」

エ
リ
ー
「
（
強
張
っ
た
表
情
の
ま
ま
）
ミ
ズ
キ
、
隊
員
が
…
…
」

○
デ
ロ
ス
都
市

カ
イ
ト
の
悲
痛
な
叫
び
が
、
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
如
き
巨
大
空

洞
内
に
響
き
渡
る
。

カ
イ
ト
裵
裵
、
自
ら
の
意
志
で
冷
静
さ
を
必
死
に
取
り
戻
す
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
ミ
ズ
キ
が
死
ぬ
運
命
な
ん
て
、
俺
は
認
め
な
い
裵
裵
」

カ
イ
ト
、
ミ
ズ
キ
の
ス
ー
ツ
の
前
を
少
し
開
き
、
両
掌
を
当

て
、
救
急
蘇
生
法
に
従
っ
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
る
。

カ
イ
ト
「
（
魂
を
込
め
て
圧
し
）
ミ
ズ
キ
裵
裵
、
帰
っ
て
来
い
裵
裵
（
涙
が

零
れ
、
ミ
ズ
キ
の
顔
に
落
ち
）
一
緒
に
裵
裵
生
き
る
ん
だ!

!

（
必

死
に
押
し
続
け
）
こ
れ
か
ら
も
裵
裵
ず
っ
と
裵
裵
一
緒
に
裵
裵
」

何
度
目
か
の
プ
ッ
シ
ュ
後
、
僅
か
に
反
応
す
る
ミ
ズ
キ
。

○
臨
時
司
令
室

１



エ
リ
ー
脇
に
浮
か
ぶ
仮
想
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
ヴ
ァ
イ
タ
ル

サ

イ
ン
、
ミ
ズ
キ
の
直
線
に
僅
か
な
山
が
描
か
れ
る
。

エ
リ
ー
「
！
」

○
デ
ロ
ス
都
市

カ
イ
ト
、
ミ
ズ
キ
に
マ
ウ
ス

ト
ゥ

マ
ウ
ス
の
人
工
呼
吸
。

必
死
に
ミ
ズ
キ
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
カ
イ
ト
裵
裵
。

そ
の
カ
イ
ト
を
見
つ
め
る
バ
ー
サ
ー
ク
の
周
囲
に
、
何
時
の

間
に
か
オ
ー
ト
マ
ト
ン
が
数
多
く
集
ま
っ
て
き
て
い
た
。

無
数
の
人
工
の
眼
が
、
カ
イ
ト
を
凝
視
し
て
い
る
。

ミ
ズ
キ
「
（
呻
く
）
」

カ
イ
ト
「!

!

裵
裵
（
安
堵
）
ミ
ズ
キ
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
裵
裵
、
薄
く
眼
を
開
き
裵
裵

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
吐
息
）
カ
イ
、
ト
…
…
」

泣
き
笑
い
の
カ
イ
ト
裵
裵
。

○
臨
時
司
令
室

ミ
ズ
キ
の
サ
イ
ン
、
回
復
。

エ
リ
ー
「
裵
裵
ミ
ズ
キ
隊
員
の
生
命
反
応
、
復
帰
裵
裵
」

安
堵
す
る
一
同
。

と
裵
裵
、
エ
リ
ー
の
目
か
ら
零
れ
る
涙
。

エ
リ
ー
「
予
測
、
外
れ
た
…
…
。
（
微
笑
）
」

エ
リ
ー
の
反
応
に
、
や
や
驚
く
ヨ
シ
ナ
ガ
。

と
！

コ
コ
か
ら
コ
ア
が
自
ら
離
脱
す
る
。

ヨ
シ
ナ
ガ
「
！

オ
ー
ト
マ
ト
ン
の
コ
ア
が
裵
裵
」

○
デ
ロ
ス
都
市

ミ
ズ
キ
を
抱
き
起
こ
す
カ
イ
ト
裵
裵
、
オ
ー
ト
マ
ト
ン
に
囲

ま
れ
て
い
る
事
に
気
づ
く
。

カ
イ
ト
「
裵
裵!

?

」

２



無
言
で
見
つ
め
る
ば
か
り
の
オ
ー
ト
マ
ト
ン
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
地
上
の
人
間
の
せ
い
で
君
た
ち
が
苦
し
ん
で
い
る
の
は
判
っ

た
。
俺
た
ち
に
時
間
を
く
れ
。
地
上
の
人
間
だ
っ
て
、
オ
ゾ
ン
層

が
消
え
た
ら
生
き
て
い
け
な
い
ん
だ
」

と
、
オ
ー
ト
マ
ト
ン
の
一
体
が
前
に
一
歩
出
て
裵
裵
、
突
如

か
ら
く
り
仕
掛
け
の
様
に
展
開
、
コ
ア
が
露
出
す
る
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
」コ

ア
か
ら
投
影
さ
れ
る
ホ
ロ
グ
ラ
ム
。
そ
れ
は
、
元
気
な
時

の
デ
ロ
ス
の
、
ド
ワ
ー
フ
の
様
な
姿
。

デ
ロ
ス
「
カ
イ
ト
、
あ
な
た
が
そ
の
人
を
助
け
る
姿
を
見
て
、
デ
ロ
ス
は
後

悔
し
て
い
ま
す
」

ミ
ズ
キ
「
え
…
…
」

デ
ロ
ス
「
地
上
の
人
類
も
、
生
命
を
大
切
に
す
る
と
い
う
事
を
認
識
し
ま
し

た
。
し
か
し
デ
ロ
ス
は
既
に
バ
ー
サ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
始
動
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

○
臨
時
司
令
室

こ
こ
に
い
る
コ
ア
も
、
デ
ロ
ス
の
フ
ォ
ロ
グ
ラ
ム
を
投
影
し

て
い
た
（
地
下
の
デ
ロ
ス
達
の
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
）
。

デ
ロ
ス
「
バ
ー
サ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ロ
ス
を
護
る
為
に
は
あ
ら
ゆ
る

障
害
を
排
除
し
ま
す
」

シ
ョ
ー
ン
「
太
陽
の
有
害
な
放
射
線
を
遮
る
方
法
を
僕
た
ち
が
考
え
る
よ
！
」

コ

バ
「
そ
う
だ
！

オ
ゾ
ン
層
だ
っ
て
復
活
さ
せ
る
。
時
間
を
く
れ
！
」

デ
ロ
ス
「
我
々
に
は
も
う
、
バ
ー
サ
ー
ク
は
止
め
ら
れ
な
い
の
で
す
」

険
し
い
顔
の
隊
員
達
。

デ
ロ
ス
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス
も
ま
た
、
バ
ー
サ
ー
ク
の
攻
撃
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
」

○
デ
ロ
ス
都
市

デ
ロ
ス
「
マ
ッ
ク
ス
の
能
力
は
バ
ー
サ
ー
ク
に
よ
っ
て
解
析
さ
れ
て
い
ま
す
」

▼
前
話
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
機
械
獣
対
マ
ッ
ク
ス

デ
ロ
ス
「
バ
ー
サ
ー
ク
は
マ
ッ
ク
ス
を
確
率
１
０
０
％
で
倒
し
ま
す
」

３



カ
イ
ト
「
裵
裵
（
不
敵
に
笑
み
）
そ
の
予
測
も
、
外
れ
に
な
る
さ
」

カ
イ
ト
、
マ
ッ
ク
ス

ス
パ
ー
ク
を
掲
げ
る
。

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
カ
イ
ト
…
…
？
」

カ
イ
ト
「
戻
ろ
う
、
俺
た
ち
の
世
界
に
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
あ
た
し
、
知
っ
て
た
気
が
す
る
裵
裵
。
カ
イ
ト
が
マ
ッ
ク
ス

だ
っ
て
事
裵
裵
」

カ
イ
ト
、
ミ
ズ
キ
を
抱
く
左
腕
に
マ
ッ
ク
ス

ス
パ
ー
ク
を

装
着
！

等
身
大
の
マ
ッ
ク
ス
に
変
身
し
た
カ
イ
ト
裵
裵
、
飛
翔
。

○
地
中

マ
ッ
ク
ス
、
地
上
に
向
か
っ
て
上
昇
し
て
い
く
。

マ
ッ
ク
ス
に
抱
か
れ
る
ミ
ズ
キ
、
マ
ッ
ク
ス
の
顔
を
眩
し
そ

う
に
見
上
げ
裵
裵

ミ
ズ
キ
「
カ
イ
ト
裵
裵
、
ず
っ
と
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
戦
っ
て
き
た
ん
だ
ね
。

あ
た
し
た
ち
が
出
会
っ
た
あ
の
時
か
ら
裵
裵
」

▼
マ
ッ
ク
ス
の
過
去
の
闘
い
、
高
速
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
。

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
い
つ
か
人
も
、
マ
ッ
ク
ス
み
た
い
に
遠
い
星
に
行
け
る
裵
裵
。

き
っ
と
裵
裵
」

マ
ッ
ク
ス
の
体
、
光
に
包
ま
れ
る
。

○
東
京
湾
岸

尖
塔
の
基
部
が
展
開
。
巨
大
な
影
が
そ
の
中
に
蠢
い
て
い
る
。

○
太
平
洋
沖

海
中
か
ら
光
に
包
ま
れ
た
マ
ッ
ク
ス
、
飛
翔
。

日
本
に
向
か
っ
て
飛
ぶ
。

○
東
京
湾
岸

尖
塔
か
ら
現
れ
出
る
巨
大
な
る
異
形
の
機
械
獣

４



○
臨
時
司
令
室

モ
ニ
タ
に
映
る
ギ
ガ
バ
ー
サ
ー
ク
。

デ
ロ
ス
「
ギ
ガ
バ
ー
サ
ー
ク
は
、
マ
ッ
ク
ス
を
倒
す
為
に
バ
ー
サ
ー
ク

シ

ス
テ
ム
が
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
」

エ
リ
ー
「
マ
ッ
ク
ス
が
日
本
に
向
か
っ
て
き
ま
す
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
（
デ
ロ
ス
に
）
こ
の
地
上
を
護
っ
て
い
る
の
は
マ
ッ
ク
ス

だ
け
で
は
な
い
。
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
、
出
動
！
」

コ
バ＋

シ
ョ
ー
ン
「
了
解!

!

」

○
東
京
湾
岸
／
地
上飛

来
し
た
マ
ッ
ク
ス
、
着
地
し
、
そ
っ
と
ミ
ズ
キ
を
降
ろ
す
。

上
空
を
飛
ぶ
バ
ー
ド
１
、
２
。

と
、
ミ
ズ
キ
の
許
に
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
が
降
下
し
て
く
る
。

○
臨
時
司
令
室

モ
ニ
タ
を
見
つ
め
る
ト
ミ
オ
カ
と
ヨ
シ
ナ
ガ
。

ヨ
シ
ナ
ガ
「
裵
裵
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
勝
て
る
か
し
ら
…
…
」

ト
ミ
オ
カ
「
裵
裵
信
じ
よ
う
裵
裵
」

○
東
京
湾
岸

マ
ッ
ク
ス
の
何
十
倍
も
の
大
き
さ
の
バ
ー
サ
ー
ク
、
そ
の
前

に
毅
然
と
立
つ
マ
ッ
ク
ス
。

Ｎ

「
マ
ッ
ク
ス
が
変
身
し
て
既
に
二
分
が
経
過
し
て
い
た
。
あ
と
一
分
。

マ
ッ
ク
ス
に
は
そ
れ
し
か
時
間
が
残
さ
れ
て
い
な
い
」

マ
ッ
ク
ス
、
ギ
ガ

バ
ー
サ
ー
ク
に
向
か
っ
て
走
る
！

バ
ー
サ
ー
ク
の
巨
大
な
腕
が
襲
い
か
か
る
が
、
か
わ
し
裵
裵

○
地
上

５



ア
ル
フ
ァ
か
ら
飛
び
出
し
、
ミ
ズ
キ
を
救
出
に
来
た
の
は
、

エ
リ
ー
だ
っ
た
。

ミ
ズ
キ
「
エ
リ
ー
裵
裵
」

エ
リ
ー
「
ミ
ズ
キ
隊
員
裵
裵
、
ま
た
会
え
て
、
と
っ
て
も
嬉
し
い
」

微
笑
む
ミ
ズ
キ
。
裵
裵
と
！

激
し
い
衝
撃
音
。

○
東
京
湾
岸

ギ
ガ
バ
ー
サ
ー
ク
か
ら
伸
び
た
鎖
が
マ
ッ
ク
ス
を
磔
の
如
き

姿
に
持
ち
上
げ
、
頭
頂
部
に
三
点
で
固
定
。

必
死
に
も
が
く
マ
ッ
ク
ス
の
パ
ワ
ー
タ
イ
マ
ー
が
赤
色
明
滅
。

と
！

飛
来
す
る
バ
ー
ド
１
、
２
。

○
バ
ー
ド
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

シ
ョ
ー
ン
「
ビ
ー
ム
も
ミ
サ
イ
ル
も
、
使
え
ば
高
濃
度
酸
素
で
被
害
が
広
が

っ
て
し
ま
う
」

コ

バ
「
（
不
敵
に
）
そ
う
い
う
時
に
使
え
る
手
は
、
こ
れ
し
か
な
い
！
」

シ
ョ
ー
ン
「
（
ニ
ヤ
）O

K
a
y
!
!

」

○
東
京
湾
岸
上
空

バ
ー
ド
１
、
２
、
ア
タ
ッ
ク
モ
ー
ド
に
変
形
。

コ

バ
「

(

オ
フ)

ウ
イ
ン
グ

ブ
レ
ー
ド

ア
タ
ッ
ク
！
」

マ
ッ
ク
ス
を
捕
ら
え
て
い
る
鎖
に
体
当
た
り
攻
撃
。

と
！

液
体
金
属
が
射
出
さ
れ
、
バ
ー
ド
１
に
襲
い
か
か
る
。

○
バ
ー
ド
１
コ
ク
ピ
ッ
ト

コ

バ
「
（
渾
身
の
力
で
操
縦
桿
を
引
き
）
ど
あ
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ
っ!

!

」

○
東
京
湾
岸

辛
う
じ
て
影
響
圏
か
ら
離
脱
す
る
バ
ー
ド
１
。

６



一
方
の
マ
ッ
ク
ス
、
パ
ワ
ー
タ
イ
マ
ー
激
し
く
明
滅
。

○
赤
い
ゾ
ー
ン

マ
ッ
ク
ス
と
同
一
に
な
っ
て
い
る
カ
イ
ト
の
意
識
世
界
。

マ
ッ
ク
ス
「

(

オ
フ)

カ
イ
ト
裵
裵
。
も
う
私
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無
い
」

カ
イ
ト
「
マ
ッ
ク
ス!

!

」

マ
ッ
ク
ス
「

(

オ
フ)

Ｍ
７
８
星
雲
に
戻
る
為
の
最
後
の
力
も
尽
き
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
君
の
生
命
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
カ
イ
ト
、

私
か
ら
分
離
す
る
の
だ
」

カ
イ
ト
「
そ
ん
な
！

最
後
ま
で
一
緒
に
戦
う
ん
だ!

!

マ
ッ
ク
ス!

!

」

○
ク
レ
ー
タ
ー
内

鎖
に
絡
ま
れ
て
い
る
右
腕
を
、
必
死
に
上
に
伸
ば
し
、

マ
ッ
ク
ス
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
召
喚
。
マ
ッ
ク
ス
は
左
腕
を
次
に

伸
ば
し
、
マ
ッ
ク
ス
ス
パ
ー
ク
部
か
ら
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
に
ビ

ー
ム
を
照
射
。
そ
し
て
裵
裵
、
力
尽
き
る
マ
ッ
ク
ス
。

パ
ワ
ー
タ
イ
マ
ー
、
そ
し
て
眼
か
ら
光
を
失
い
裵
裵
、
全
身

錆
び
て
赤
黒
く
変
色
し
裵
裵
、
動
か
な
く
な
る
。

○
地
上

マ
ッ
ク
ス
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
、
地
上
に
落
下
。

そ
の
中
央
の
青
い
部
分
か
ら
光
に
包
ま
れ
た
カ
イ
ト
、
離
脱
。

カ
イ
ト
「
（
振
り
向
き
見
上
げ
）
マ
ッ
ク
ス
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ!

!
!
!

」

○
各
所

ト
ミ
オ
カ
と
ヨ
シ
ナ
ガ
裵
裵
、
コ
バ
と
シ
ョ
ー
ン
裵
裵
、
ミ

ズ
キ
と
エ
リ
ー
裵
。
恐
ろ
し
い
現
実
を
直
視
裵
裵
。

カ
イ
ト
「
マ
ッ
ク
ス
が
裵
裵
」

○
世
界
各
国
の
尖
塔

７



何
処
の
尖
塔
も
テ
ス
ラ
電
光
を
放
ち
、
地
球
の
大
気
を
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

Ｎ

「
バ
ー
サ
ー
ク
の
影
響
は
世
界
全
土
に
及
び
つ
つ
あ
っ
た
」

○
無
人
の
東
京
／
夕
刻
〜
夜

Ｎ

「
都
市
近
郊
の
発
電
所
は
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
交
通
機
関
も
停

止
し
た
裵
裵
」

オ
ー
ト
マ
ト
ン
は
、
鉛
色
の
空
を
見
上
げ
る
ば
か
り
。

○
磔
に
な
っ
た
ま
ま
の
マ
ッ
ク
ス
／
夜
明
け

○
Ｕ
Ｄ
Ｆ
ハ
ン
ガ
ー
／
午
前

格
納
庫
に
は
、
赤
く
錆
び
つ
い
た
マ
ッ
ク
ス
ス
パ
ー
ク
が
、

バ
ー
ド
に
並
ん
で
置
か
れ
て
お
り
、
Ｕ
Ｄ
Ｆ
隊
員
が
そ
の
周

囲
を
慌
た
だ
し
く
立
ち
回
っ
て
い
る
。

○
医
務
室

ベ
ッ
ド
に
い
る
ミ
ズ
キ
。
そ
の
手
を
握
っ
て
い
る
カ
イ
ト
。

ミ
ズ
キ
「
（
譫
言
）
カ
イ
ト
裵
裵
、
あ
た
し
た
ち
の
裵
裵
未
来
裵
裵
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
大
丈
夫
。
俺
た
ち
は
き
っ
と
、
未
来
を
掴
む
裵
裵
」

と
、
傍
ら
の
モ
ニ
タ
に
浮
か
ぶ
エ
リ
ー
。

モ
ニ
タ
内
エ
リ
ー
「
カ
イ
ト
隊
員
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

マ
ッ
ク
ス
を
開
始

し
ま
す
」

立
ち
上
が
る
カ
イ
ト
。
強
い
顔
で
裵
裵
。

○
臨
時
司
令
室

整
列
し
て
い
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
隊
員
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
こ
れ
よ
り
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス
救
援
作
戦
を
開
始
す
る
」

モ
ニ
タ
に
浮
か
ぶ
ハ
ン
ガ
ー
の
マ
ッ
ク
ス
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
。
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エ
リ
ー
「
こ
の
マ
ッ
ク
ス
が
使
っ
て
い
た
デ
バ
イ
ス
は
、
解
析
し
て
み
る
と

太
陽
と
同
じ
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
マ
ッ
ク
ス
に
伝
え
て
い
た
事

が
判
り
ま
し
た
」

シ
ョ
ー
ン
「
だ
か
ら
あ
の
デ
バ
イ
ス
を
通
し
て
、
マ
ッ
ク
ス
に
再
び
太
陽
の

光
を
伝
え
る
ん
た
」

コ

バ
「
し
か
し
ど
う
や
っ
て
裵
裵
。
今
こ
の
基
地
で
す
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

ヤ
バ
く
な
っ
て
る
の
に
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
（
ニ
ヤ
リ
）
地
上
は
そ
う
だ
け
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ら
あ
る
わ

（
と
指
を
上
に
指
す
）
」

コ

バ
「
太
陽
？

で
も
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
…
…
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
！

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
か
！
」

○
衛
星
軌
道

Ｕ
Ｄ
Ｆ
衛
星
が
、
日
本
が
見
え
る
エ
リ
ア
に
集
結
し
て
い
る
。

○
臨
時
司
令
室

モ
ニ
タ
に
は
、
Ｕ
Ｄ
Ｆ
防
衛
衛
星
の
位
置
が
図
示
。

エ
リ
ー
「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
、
ス
タ
ン
バ
イ
出
来
ま
し
た
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
衛
星
か
ら
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
し
、
こ
の
基
地
に
集
約

し
て
デ
バ
イ
ス
に
伝
え
る
の
」

カ
イ
ト
「
な
る
ほ
ど
裵
裵
。
で
も
、
マ
ッ
ク
ス

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
を
ど
う
や

っ
て
マ
ッ
ク
ス
の
と
こ
ろ
ま
で
裵
裵
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
裵
裵
？
」

カ
イ
ト
「
あ
、
い
や
あ
の
、
そ
う
マ
ッ
ク
ス
が
言
っ
て
い
た
ん
で
す
」

コ

バ
「
そ
れ
は
俺
た
ち
が
や
る
の
さ
！
」

シ
ョ
ー
ン
「Y

e
a
h
,

r
i
g
h
t
!

こ
の
基
地
の
レ
セ
プ
タ
ー

ア
ン
テ
ナ
に
受

け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
カ
ー
ボ
ン

ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
で
出
来
た

ケ
ー
ブ
ル
で
あ
の
、M

a
x

G
a
r
a
x
y

に
コ
ネ
ク
ト
し
て
裵
裵
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
バ
ー
ド
二
機
で
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
を
牽
引
、
マ
ッ
ク
ス
に
届
け
る
」

ヨ
シ
ナ
ガ
「
問
題
は
、
あ
の
ギ
ガ

バ
ー
サ
ー
ク
が
そ
れ
を
邪
魔
し
な
い
か

と
い
う
事
」

コ

バ
「
裵
裵
や
っ
て
や
る
。
俺
た
ち
は
今
ま
で
ず
っ
と
マ
ッ
ク
ス
に
助
け

９



ら
れ
き
た
。
今
度
は
俺
た
ち
が
マ
ッ
ク
ス
を
助
け
る
ん
だ
！
」

カ
イ
ト
「
（
強
く
頷
く
）
そ
う
だ
裵
裵
。
や
り
ま
し
ょ
う!

!

」

ト
ミ
オ
カ
「
こ
れ
は
、
我
々
地
上
人
類
に
と
っ
て
、
唯
一
残
さ
れ
た
手
段
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
完
全
に
止
ま
れ
ば
、
病
人
や
子
ど
も
と
い
っ

た
弱
い
者
た
ち
か
ら
犠
牲
に
な
っ
て
い
く
裵
裵
」

険
し
い
顔
に
な
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
隊
員
。

ト
ミ
オ
カ
「
地
上
人
類
は
怠
慢
に
も
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
為
に
こ
の
地
球

を
汚
し
、
デ
ロ
ス
を
犠
牲
に
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
試
練
を
越
え

た
時
、
我
々
人
類
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
努
力
は
大
き
い
裵
裵
。

だ
が
、
我
々
が
生
き
延
び
て
こ
そ
、
そ
の
未
来
は
切
り
開
け
る
。

頼
む
、
諸
君
」

敬
礼
す
る
ヒ
ジ
カ
タ
以
下
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

マ
ッ
ク
ス
を
開
始
す
る
！
」

隊

員
「
了
解
！
」

○
衛
星
高
度

Ｕ
Ｄ
Ｆ
防
衛
衛
星
、
太
陽
の
光
を
集
光
板
に
受
け
る
。

近
辺
の
衛
星
も
一
斉
に
集
光
板
に
太
陽
光
を
受
け
て
い
る
。

○
浦
安
Ｕ
Ｄ
Ｆ
ハ
ン
ガ
ー
／
外
観

巨
大
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
、
天
空
よ
り
の
光
を
待
ち
受
け
る
。

○
格
納
庫

カ
イ
ト
の
バ
ー
ド
１
、
コ
バ
の
バ
ー
ド
２
が
浮
上
。
ケ
ー
ブ

ル
で
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
を
牽
引
。

浮
か
び
始
め
る
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
。
そ
の
後
端
に
は
、
電
導
ケ

ー
ブ
ル
が
繋
が
れ
て
い
る
。

○
臨
時
司
令
室

ヒ
ジ
カ
タ
「
バ
ー
ド
１
、
バ
ー
ド
２
、
発
進
せ
よ
」
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カ
イ
ト＋

コ
バ
「

(

無
線
／
オ
フ
）
了
解
！
」

エ
リ
ー
の
脇
に
は
シ
ョ
ー
ン
。

エ
リ
ー
「
全
て
の
衛
星
が
ビ
ー
ム
を
集
約
し
た
場
合
、
レ
セ
プ
タ
ー

ア
ン

テ
ナ
は
８
５
秒
し
か
保
ち
ま
せ
ん
」

シ
ョ
ー
ン
前
の
モ
ニ
タ
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
力
の
３
Ｄ
グ

ラ
フ
。
有
効
な
出
力
エ
リ
ア
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

シ
ョ
ー
ン
「
や
る
し
か
な
い
！

エ
リ
ー
、
ビ
ー
ム
照
射
ス
タ
ン
バ
イ
」

エ
リ
ー
「
了
解
（
光
彩
が
激
し
く
動
き
、
コ
マ
ン
ド
発
令
）
」

○
東
京
湾
岸
上
空

バ
ー
ド
二
機
、
ギ
ガ

バ
ー
サ
ー
ク
近
く
に
接
近
。

○
臨
時
司
令
室

ヒ
ジ
カ
タ
「
シ
ョ
ー
ン
、
ビ
ー
ム
照
射
！
」

シ
ョ
ー
ン
「C

o
m
e

o
n
,

M
a
x
!

蘇
っ
て
く
れ!

!
（E

n
t
e
r

K
e
y
)

」

モ
ニ
タ
に
表
示
「S

o
l
a
r

R
a
y

B
e
e
m

I
r
r
a
d
i
a
t
e
.

」

出
力
グ
ラ
フ
の
狭
い
エ
リ
ア
に
納
ま
る
べ
く
、
シ
ョ
ー
ン
は

ト
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ル
と
テ
ン
キ
ー
で
細
か
く
調
整
。

○
衛
星
高
度

Ｕ
Ｄ
Ｆ
衛
星
、
一
斉
に
日
本
に
向
け
、
ビ
ー
ム
を
発
射
！

○
Ｕ
Ｄ
Ｆ
ハ
ン
ガ
ーア

ン
テ
ナ
に
集
約
さ
れ
る
強
烈
な
光
の
柱
。

ア
ン
テ
ナ
基
部
か
ら
伸
び
る
電
導
ケ
ー
ブ
ル
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
発
光
。

○
東
京
湾
岸
上
空

電
導
ケ
ー
ブ
ル
に
高
速
で
伝
わ
る
パ
ワ
ー
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
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に
届
き
、
錆
び
た
外
装
の
隙
間
か
ら
黄
金
の
光
が
漏
れ
だ
す
。

○
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

カ
イ
ト
「
よ
し
！

パ
ワ
ー
が
届
い
た
！
」

コ

バ
「
カ
イ
ト!

!

危
な
い!

!

」

○
東
京
湾
岸
上
空

ギ
ガ

バ
ー
サ
ー
ク
、
液
体
金
属
攻
撃
を
仕
掛
け
て
く
る
。

○
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト

コ

バ
「
（
ミ
サ
イ
ル
発
射
）
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お!
!

」

カ
イ
ト
「!

!

コ
バ
隊
員!

!

」

○
東
京
湾
岸
上
空

発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
、
高
濃
度
酸
素
の
為
に
自
ら
の
噴
射

で
誘
爆
。
空
中
に
起
こ
る
爆
発
の
中
を
縫
っ
て
進
む
バ
ー
ド
。

コ

バ
「

(

オ
フ)

判
っ
て
る
！

高
濃
度
酸
素
ン
中
だ
っ
て
事
は
よ
ぉ
！
」

○
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト爆

発
で
揺
れ
る
両
機
内
。

コ

バ
「
（
不
敵
に
笑
み
）
カ
イ
ト
！

し
っ
か
り
つ
い
て
来
い
！
」

○
東
京
湾
岸
上
空

黒
煙
で
見
え
な
く
な
る
バ
ー
ド
二
機
裵
裵
。
と
裵
裵

あ
ら
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
黒
煙
を
抜
け
て
出
て
く
る
バ
ー
ド
二
機
。

○
臨
時
司
令
室
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ヒ
ジ
カ
タ
「
（
ニ
ヤ
リ
）
コ
バ
裵
裵
、
や
る
な
…
…
」

と
！

あ
ま
り
の
パ
ワ
ー
に
、
シ
ョ
ー
ン
前
の
パ
ネ
ル
が
シ

ョ
ー
ト
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。

ヒ
ジ
カ
タ
「!

!

シ
ョ
ー
ン!

?

」

シ
ョ
ー
ン
「W

e
N
E
V
E
R

g
i
v
e

i
t

u
p
.
.
.

」

シ
ョ
ー
ン
、
強
い
意
志
の
顔
で
す
ぐ
に
立
ち
、
パ
ネ
ル
後
方

の
マ
シ
ン
ラ
ッ
ク
に
走
り
、
焼
け
た
基
盤
を
抜
き
出
す
。

即
座
に
エ
リ
ー
来
て
、
指
を
基
盤
ス
ロ
ッ
ト
に
差
す
。

シ
ョ
ー
ン
「
（
笑
み
）T

h
a
n
k
s
,

E
l
l
i
e

」

エ
リ
ー
「
（
頷
き
）
あ
と
、
２
３
秒
裵
裵
」

○
東
京
湾
岸
上
空

バ
ー
サ
ー
ク
が
放
っ
た
液
体
金
属
、
バ
ー
ド
２
の
ケ
ー
ブ
ル

を
断
ち
切
っ
て
し
ま
う
！

コ

バ
「

(

オ
フ)

く
そ
う!

!

」

ヒ
ジ
カ
タ
「

(

無
線
／
オ
フ)

カ
イ
ト
！

カ
イ
ト
！

無
理
す
る
な
！
」

○
バ
ー
ド
１
コ
ク
ピ
ッ
ト

必
死
に
制
御
し
よ
う
す
る
も
、
一
機
で
は
重
す
ぎ
る
。

ヒ
ジ
カ
タ
「

(

無
線
オ
フ
）
一
機
じ
ゃ
無
理
だ
！

ケ
ー
ブ
ル
を
切
れ!

!

」

カ
イ
ト
「
こ
こ
ま
で
来
て
裵
裵
。
あ
き
ら
め
る
か
！

俺
だ
っ
て
裵
裵
」

カ
イ
ト
、
ベ
ル
ト
を
外
し
、
キ
ャ
ノ
ピ
ー
を
リ
リ
ー
ス
。

カ
イ
ト
「
俺
だ
っ
て
、
マ
ッ
ク
ス
な
ん
だ!

!

」

○
東
京
湾
岸
上
空

緩
や
か
に
降
下
し
て
い
く
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
と
バ
ー
ド
１
。

バ
ー
ド
１
か
ら
飛
び
下
り
る
カ
イ
ト
。

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
中
央
の
青
い
部
位
に
向
か
っ
て
姿
勢
制
御
し
、

カ
イ
ト
「
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ!

!
!
!

」

○
バ
ー
ド
２
コ
ク
ピ
ッ
ト
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コ

バ
「
カ
イ
ト!

?

カ
イ
ト
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ!

!
!
!

」

○
東
京
湾
岸
上
空

カ
イ
ト
、
青
い
部
位
に
溶
け
込
む
。

と
！

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
、
一
際
輝
き
不
死
鳥
の
如
き
姿
と
な

っ
て
飛
翔
。
輝
く
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
な
が
ら
裵
裵

○
病
室

ミ
ズ
キ
「
（
ハ
ッ
と
気
づ
き
）
カ
イ
ト
裵
裵
！
」

○
東
京
湾
岸

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
、
マ
ッ
ク
ス
の
腕
に
収
ま
り
裵
裵
、
マ
ッ
ク

ス
の
全
身
に
パ
ワ
ー
が
伝
わ
る
。
パ
ワ
ー
タ
イ
マ
ー
が
青
い

光
を
取
り
戻
し
裵
裵
全
身
が
眩
い
光
に
包
ま
れ
る
。

自
ら
を
磔
に
し
て
い
た
機
械
腕
を
破
砕
！

○
各
機
コ
ク
ピ
ッ
ト
／
臨
時
司
令
室

ト
ミ
オ
カ
「
お
お
！

復
活
し
た!

!

」

シ
ョ
ー
ン
「
カ
イ
ト
が
、
マ
ッ
ク
ス!

?

」

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
そ
う
か
裵
裵
、
カ
イ
ト
が
裵
裵
」

エ
リ
ー
「
裵
裵
（
微
笑
）
」

○
東
京
湾
岸

復
活
し
た
マ
ッ
ク
ス
裵
裵
。
全
身
に
漲
る
力
を
光
で
放
出
。

す
る
と
マ
ッ
ク
ス
の
姿
、
ギ
ガ

バ
ー
サ
ー
ク
に
拮
抗
す
る

程
ま
で
に
巨
大
に
な
る
。

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
を
光
の
剣
に
変
え
、
向
か
っ
て
く
る
機
械
腕

を
次
々
と
斬
り
落
と
し
、
遂
に
は
本
体
を
切
り
裂
い
た
！
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バ
ー
サ
ー
ク
「
（
無
感
情
に
）
バ
ー
サ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
、
停
止
…
…
」

○
各
所

コ

バ
「
っ
し
ゃ
あ
あ
あ
あ
！
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
（
頷
く
）
」

○
東
京
湾
岸

ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
裵
裵

地
中
に
埋
没
し
て
い
く
尖
塔
。

デ
ロ
ス
「

(

オ
フ)

デ
ロ
ス
は
地
上
の
人
類
達
に
期
待
し
よ
う
。
地
球
が
元

の
姿
を
取
り
戻
す
ま
で
、
デ
ロ
ス
は
再
び
眠
り
に
つ
く
裵
裵
」

マ
ッ
ク
ス
、
カ
イ
ト
、
そ
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

○
臨
時
司
令
室

シ
ョ
ー
ン
「
（
気
が
抜
け
て
）W

e
d
i
d

i
t
!

Y
e
s
!
!

」

エ
リ
ー
「
世
界
各
地
の
バ
ー
サ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
、
活
動
停
止
を
確
認
」

ト
ミ
オ
カ
、
ヨ
シ
ナ
ガ
と
頷
き
合
う
。

○
東
京
湾
岸
／
夕
刻黄

昏
の
光
を
浴
び
て
立
つ
マ
ッ
ク
ス
裵
裵
。

○
赤
い
ゾ
ー
ン

マ
ッ
ク
ス
「
カ
イ
ト
、
あ
り
が
と
う
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
こ
ち
ら
こ
そ
、
今
ま
で
あ
り
が
と
う
」

マ
ッ
ク
ス
「
地
球
の
未
来
は
君
達
自
身
で
つ
か
ん
で
く
れ
。
お
別
れ
だ
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
込
み
上
げ
る
気
持
ち
）
」

○
東
京
湾
岸
／
地
上マ

ッ
ク
ス

ス
パ
ー
ク
か
ら
光
を
放
ち
、
地
上
に
カ
イ
ト
を
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降
ろ
す
マ
ッ
ク
ス
。

そ
し
て
、
マ
ッ
ク
ス
は
飛
翔
。

カ
イ
ト
「
（
手
を
振
り
）
マ
ッ
ク
ス
ー
ー
ー
ー
！
」

○
宇
宙

月
の
近
く
に
て
、
飛
翔
し
て
き
た
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
た
の
は
、

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ゼ
ノ
ン
。
二
人
は
頷
き
合
い
、
そ
し
て
共
に

故
郷
へ
と
旅
立
っ
て
い
く
。

○
Ｕ
Ｄ
Ｆ
ハ
ン
ガ
ー
敷
地

独
り
、
歩
い
て
帰
っ
て
く
る
カ
イ
ト
裵
裵
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
！
」

カ
イ
ト
を
出
迎
え
、
待
っ
て
い
た
仲
間
達
。

カ
イ
ト
、
満
面
の
笑
み
で
、
手
を
振
り
な
が
ら
駆
け
寄
る
。

車
椅
子
の
ミ
ズ
キ
、
輝
く
笑
顔
で
裵
裵

喜
び
合
う
ヒ
ジ
カ
タ
、
コ
バ
、
シ
ョ
ー
ン
、
エ
リ
ー
と
コ
コ
。

カ
イ
ト
と
ミ
ズ
キ
、
微
笑
み
、
見
つ
め
合
う
。
も
う
判
っ
て

い
る
、
お
互
い
の
熱
い
気
持
ち
裵
裵
。

闘
い
抜
い
た
勇
者
達
を
、
温
か
く
見
守
る
ト
ミ
オ
カ
と
ヨ
シ

ナ
ガ
裵
裵
。

茜
色
だ
っ
た
空
は
群
青
に
染
ま
り
、
一
番
星
が
瞬
い
た
。

広
が
り
ゆ
く
星
空
を
、
見
上
げ
る
チ
ー
ム
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
。

カ
イ
ト
「
マ
ッ
ク
ス
は
、
自
分
の
故
郷
に
帰
り
ま
し
た
」

ミ
ズ
キ
「
さ
よ
う
な
ら
裵
裵
、
マ
ッ
ク
ス
裵
裵
」

シ
ョ
ー
ン
「
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
…
…
。
寂
し
い
ね
」

コ

バ
「
マ
ッ
ク
ス
裵
裵
、
後
は
俺
た
ち
に
任
せ
て
く
れ
裵
裵
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
そ
う
だ
な
…
…
。
地
球
の
未
来
は
、
我
々
人
間
が
自
ら
つ

か
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

エ
リ
ー
「
（
見
回
し
）
？

コ
コ
ど
こ
？
」

コ
コ
、
何
時
の
間
に
か
、
一
同
が
並
ぶ
前
に
い
た
。

く
る
り
と
振
り
向
き
裵
裵
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
強
く
照
ら
す
。

Ｆ
Ｏ
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○
未
来
の
東
京
湾
岸Ｓ

「
２
０
７
６
年

東
京
」

復
興
さ
れ
た
東
京
湾
岸
。
新
し
い
ベ
ー
ス

タ
イ
タ
ン
の
最

上
部
、
宇
宙
航
行
ハ
ン
ガ
ー
に
は
、
流
線
型
の
銀
色
の
宇
宙

船
が
今
発
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

○
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
／
宇
宙
航
行
ハ
ン
ガ
ー

見
送
る
上
官
ら
に
敬
礼
す
る
航
宙
士
裵
裵
、
振
り
向
く
。

カ
イ
ト
の
孫
「
で
は
、
銀
河
系
観
測
に
向
か
っ
て
出
発
し
ま
す
」

と
、
エ
リ
ー
、
に
っ
こ
り
と
微
笑
み

エ
リ
ー
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
私
は
３
０
年
後
で
も
待
っ
て
ま
す
か
ら
」

カ
イ
ト
、
頷
き
、
宇
宙
船
に
搭
乗
。
後
を
追
っ
て
い
く
コ
コ
。

○
超
高
層
ビ
ル
テ
ラ
ス

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
部
屋
。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
サ
イ
ド
ボ

ー
ド
上
の
立
体
ホ
ロ
グ
ラ
ム
写
真
額
縁
の
中
で
は
、
楽
し
げ

な
チ
ー
ム
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
メ
ン
バ
ー
の
姿
が
。
そ
し
て
裵
裵
、

窓
テ
ラ
ス
で
は
、
老
夫
婦
が
並
ん
で
外
を
眺
め
て
い
る
。

窓
の
向
こ
う
に
は
、
ベ
ー
ス

タ
イ
タ
ン
。

カ
イ
ト
「
私
達
の
孫
が
、
と
う
と
う
宇
宙
に
向
か
っ
て
旅
立
っ
て
い
く
よ
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
マ
ッ
ク
ス
に
会
え
る
か
し
ら
？
」

カ
イ
ト
「
会
え
た
ら
伝
え
て
欲
し
い
言
葉
が
あ
っ
た
ん
だ
」

ミ
ズ
キ
「
な
あ
に
？
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
私
達
は
未
来
を
つ
か
め
た
よ
、
っ
て
裵
裵
」

握
り
合
う
手
。

空
に
向
か
っ
て
線
を
描
き
、
飛
び
立
っ
て
い
く
宇
宙
船
。

地
球
が
ウ
ル
ト
ラ
の
星
に
な
る
、
第
一
歩
を
歩
み
だ
し
た
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス

完
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